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1多言語音声翻訳プラットフォーム

インバウンド観光産業の活性化や外国人材との共生等にも寄与すべく、多言語自動音声翻訳技術をより簡
便に利用できる環境の整備に向け、多言語音声翻訳プラットフォームが２０１９年４月２６日に運営開始。

【外国人材の受入れ・共生に向けた総合的対応策（平成30年12月）に記載】

総合窓口案内

災害時対応

多言語音声翻訳プラットフォーム

翻訳ができる
飲食店オーダー端末

翻訳ができるレジ

自動翻訳端末

技術をより使い易くする

・従来、サービス毎に翻訳サーバーを立ち上げる必要が
あったがネット経由で簡単に翻訳機能の提供が可能に。

低コスト化の推進

・翻訳クラウドサーバーが共用可能となることで、運用コスト
を低減し、翻訳技術の低廉な活用が可能に。

※ 多言語音声翻訳プラットフォームは、多言語音声翻訳に限らず、
文章の翻訳等においても活用することが可能



【参考】外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策 2


